
　

身
近
に
高
齢
者
が
い
る
方
は
注

　

意
喚
起
を
お
願
い
し
ま
す
。

27・11・1５

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

―
虐
待
か
な
？ 
と
思
っ
た
ら
子              

　
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連

　
絡
を

　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ
の

家
庭
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
関

係
機
関
と
協
力
・
連
携
し
て
虐
待

防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
虐
待
が
疑
わ
れ
る
行

為
を
す
る
親
も
、
葛か

っ

藤と
う

に
苦
し
ん

で
い
て
も
周
囲
に
助
け
を
求
め
ら

れ
ず
に
い
る
場
合
が
多
く
あ
り
ま

す
。

―
あ
な
た
の
連
絡
が
虐
待
防
止
に

　
つ
な
が
り
ま
す

　

連
絡
者
の
個
人
情
報
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。
虐
待
で
は
な
か
っ
た
場

合
で
も
責
任
は
問
わ
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

◆
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
火
曜
日
を
除
く
毎
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
☎

495
・
７
７
０
１

495
・
７
７
０
２

◆
小
平
児
童
相
談
所
（
平
日
午

前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
☎

042
・
467
・
３
７
１
１

◆
東
京
都
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。
虐
待
な
ど
緊
急
性
の
あ
る

場
合
は
、
夜
間
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
も
対
応
）
☎
03
・
５
９
３
７

・
２
３
３
０

◆
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ

　
ル
☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

―
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
行
事

　

市
で
は
、
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
に
合
わ
せ
、
児
童
セ
ン
タ
ー

で
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

配
布
日
時　

11
月
23
日
㈪
午
前
10

時
～
午
後
３
時

問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
495
・
７
７
０
１

「ほしを掴む」磯村
千夏　

　

市
内
在
住
・
在
勤
の
美
術
家
を

中
心
と
し
た
清
瀬
美
術
家
懇
話
会

会
員
の
方
の
作
品
を
展
示
す
る
企

画
展
で
す
。

　

ジ
ャ
ン
ル
や
会
派
を
超
え
た
、

多
彩
な
芸
術
作
品
の
鑑
賞
を
通
じ

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ひ

と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
　
11
月
14
日
㈯
～
23
日
㈪
午

前
９
時
～
午
後
５
時
（
た
だ
し
16

日
㈪
は
休
館
）

場
所　

郷
土
博
物
館

―
出
品
作
家
（
敬
称
略
）

◆
絵
画

　
青
栁
敏
夫　

赤
澤
真
寿
美　

石

「柔らかな水」大槻
孝之

第

31

回

清

瀬

美

術

家

展

家の修繕や増改築に

徹
白
彰
勇　

磯
村
千
夏　

上
野
隆

遠
藤
博　

小
俣
洋
子　

金
枝
由
里

子　

狩
野
和
夫　

神
谷
公
明　

小

間
政
男　

小
松
博
映　

髙
橋
新
三

郎　

南
條
千
恵　

根
岸
正　

宮
下

圭
介　

栁
町
朝
子　

山
崎
康
譽　

横
内
襄　

吉
田
宏
太
郎

―
招
待
作
家　

藤
本
珠
恵

◆
彫
刻

　

有
賀
也
寸
志　

磯
村
茂　

大
槻

孝
之　

岡
孝
博　

城
田
孝
一
郎　

松
井
淳
子　

和
田
政
幸

問
合
せ
　
郷
土
博
物
館
☎
493
・

８
５
８
５　

―
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ

　
ィ
っ
て
何
？

　

多
様
な
性
の
あ
り
方
に
つ
い
て

学
び
、
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

先
着
40
人
。

日
時　

12
月
６
日
㈰
午
後
２
時
～

４
時

場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
共
生
社
会
を

つ
く
る
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

代
表　

原
ミ
ナ
汰
氏
・
大
賀
一
樹

氏※
保
育
（
６
か
月
～
就
学
前
・
先

着
10
人
）
は
11
月
25
日
ま
で
に
電

話
で
左
記
へ
。

申
込
み　

11
月
４
日
か
ら
の
平
日

午
前
９
時
か
ら
５
時
ま
で
に
電
話

で
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
☎

495
・
７
０
０
２
へ

　

こ
の
制
度
は
、
希
望
に
よ
り
市

立
中
学
校
全
５
校
か
ら
入
学
す
る

学
校
を
選
択
で
き
る
制
度
で
す
。

対
象　

平
成
28
年
４
月
に
清
瀬
市

立
中
学
校
へ
入
学
す
る
新
１
年
生

の
生
徒

申
請
受
付
期
間
　
11
月
２
日
㈪
～

30
日
㈪

※
申
込
み
は
、
印
鑑
を
持
参
し
、

直
接
左
記
へ
。
申
請
者
が
左
表
の

人
数
を
超
え
た
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。
抽
選
日
は
12
月
11
日

㈮
で
す
。
抽
選
結
果
は
12
月
17
日

㈭
に
通
知
し
ま
す
。

平成 28 年度学校選
択制度受け入れ予定
枠

受け入れ
予定人数（人）
清瀬中学校 40
第二中学校 10
第三中学校 30
第四中学校 20
第五中学校 20

問
合
せ　

教
育
総
務
課
学
務
係
☎

497
・
２
５
３
９

◆
還
付
金
詐
欺
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

①
市
職
員
・
銀
行
員
な
ど
が
Ａ
Ｔ

　

Ｍ
の
操
作
を
指
示
し
、
還
付
金

　

手
続
き
を
行
う
こ
と
は
絶
対
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し
た
詐
欺
・
市
役
所
職
員
を

騙か
た

る
還
付
金
な
ど
の
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

市
立
中
学
校
に
お
け
る

学
校
選
択
制
度
に
つ
い
て

　

待
機
児
童
解
消
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
清
瀬
ひ
か
り
幼
稚

園
（
旭
が
丘
二
丁
目
）
が
平
成
28

年
４
月
か
ら
認
定
こ
ど
も
園
と
な

り
、
教
育
と
保
育
の
提
供
を
行
い

ま
す
。
定
員
は
１
号
認
定
が
３
歳

児
32
人
・
４
歳
児
36
人
・
５
歳
児

36
人
、
２
号
認
定
が
３
歳
児
12
人

・
４
歳
児
12
人
・
５
歳
児
12
人
の

予
定
で
す
。

※
２
号
認
定
募
集
時
期
、
必
要
書

類
は
認
可
保
育
園
と
同
様
で
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
。

申
込
み　

１
号
認
定
に
つ
い
て

は
、
直
接
清
瀬
ひ
か
り
幼
稚
園
☎

491
・
２
２
１
８
、２
号
認
定
に
つ

い
て
は
、
直
接
子
育
て
支
援
課
保

育
・
幼
稚
園
係
☎
497
・
２
０
８
６

へ

人
権
週
間
記
念
事
業

清

瀬

ひ

か

り

幼

稚

園

が

認

定

こ

ど

も

園

に

な

り

ま

す 　「家屋を修繕したいが、どこに頼んだらいいか分からない」
「浴槽が傷んでいるが、どこに相談すればいいか」など、住宅
の修理・改築を考えている方はいませんか。
　「清瀬市住宅工事あっせん事業協力会」では、市（産業振興課）
で受け付けをされた方に協力会の職人さんを依頼内容に応じて
紹介しています。協力会には、大工・土木・屋根・水道・電気・
畳・左官・塗装・板金など、さまざまな
工事に携わる職人さんがいます。
　見積もりのみでも相談に応じますの
で、ぜひご利用ください。
問合せ　産業振興課産業振興係☎ 497・
２０５２

平成 27年国勢調査へのご協力
ありがとうございます

　平成 27 年国勢調査は、皆さんの
ご理解・ご協力を得て、多くのご回
答を頂いています。まだ回答してい

い。なお現在、集計に伴う点検作業を進めています。来年２
月には、人口・世帯数の速報結果が総務省より公表されます。
問合せ　文書法制課統計係☎ 497・２０３２

　

11
月
は
、
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
で
す
。

　

内
閣
府
で
は
、
子
ど
も
・
若
者

育
成
支
援
に
関
す
る
国
民
運
動
の

一
層
の
充
実
や
定
着
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、毎
年
11
月
を「
子

ど
も
・
若
者
育
成
強
調
月
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
や
若
者
た
ち
を
取
り
囲

む
社
会
は
日
々
変
化
し
て
い
ま

す
。
そ
の
な
か
で
、
子
ど
も
を
犯

罪
な
ど
か
ら
守
る
た
め
の
取
り
組

み
や
健
や
か
に
安
全
に
過
ご
せ
る

よ
う
な
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
住

民
・
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
青
少
協
地
区
委
員
会
主
催

に
よ
る
講
演
会
な
ど
支
援
事
業
へ

の
参
加
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

児
童
セ
ン
タ
ー
児
童
青

少
年
係
☎
495
・
７
７
０
０

子
ど
も
・
若
者
育
成

支

援

強

調

月

間

　

子
育
て
ひ
ろ
ば
フ
ェ
ス
タ
は
、

市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
子
育

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
協
力
し
て

開
催
す
る
年
に
１
度
の
お
ま
つ
り

で
す
。

　

第
10
回
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
・
ふ
わ
ふ
わ
滑
り
台
・

ア
フ
リ
カ
ン
音
楽
の
公
演
・
バ
ル
ー

ン
ア
ー
ト
・
遊
び
や
工
作
の
コ
ー

ナ
ー
・
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

安
全
教
室
・
パ
ン
の
販
売
な
ど
、

特
別
な
催
し
も
の
を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
23
日
（
月
・
祝
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

場
所　

児
童
セ
ン
タ
ー

※
直
接
会
場
へ
。
駐
車
台
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
車
以
外

の
ご
来
場
を
お
勧
め
し
ま
す
。

問
合
せ　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎
495
・
７
７
０
１

第
10
回
子
育
て
ひ

ろ

ば

フ

ェ

ス

タ

住 宅 工 事 事 業 者（ 職 人 さ ん ） を 紹 介

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し

た
不
正
な
勧
誘
や
、
個
人
情
報
の

取
得
を
行
お
う
と
す
る
電
話
・
メ

ー
ル
・
手
紙
・
訪
問
が
あ
っ
た
と

い
う
情
報
が
市
役
所
や
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
、
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

清
瀬
市
及
び
行
政
職
員
が
電
話

な
ど
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
や
口

座
番
号
な
ど
の
個
人
情
報
を
聞
き

出
す
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
市
内
に
お
い
て
市
役
所

や
銀
行
な
ど
の
職
員
を
名
乗
り
、

健
康
保
険
税
や
医
療
費
な
ど
の
還

付
金
手
続
き
を
口
実
に
現
金
自
動

預
払
機（
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
へ
誘
導
し
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

「
還
付
金
詐
欺
」
の
電
話
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
金
融
機

関
の
口
座
や
携
帯
電
話
の
番
号
を

聞
き
出
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

左
記
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
、

不
審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は

指
示
に
従
う
前
に
い
っ
た
ん
電
話

を
切
り
、
下
記
問
合
せ
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

あ
り
ま
せ
ん
。

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
で
還
付
金
手
続
き

　

を
行
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
携
帯
電
話
を
持
っ
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

　

と
言
わ
れ
た
ら
、
ま
ず
還
付
金

　

詐
欺
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

防
災
防
犯
課
防
犯
係
☎

497
・
１
８
４
８
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
☎
495
・
６
２
１
２（
相
談

専
用
） 

、
東
村
山
警
察
署
☎
042
・

393
・
０
１
１
０

通 知 カ ー ド 発 送 状 況

信州山歩きと晩秋味覚狩りツアー

立科町との友好交流都市促進事業（追加募集）

　市と「友好交流都市協定」を締結している立科町との友好
交流都市促進事業として、八子ヶ峰（標高 1,869㍍）の山歩きと、
そば打ち・りんご狩り・温泉入浴などのふるさと体験を行います。
対象　市内在住・在勤の方とその同居家族。先着若干名
日時　11 月 14 日㈯午前６時 45 分出発～ 15 日㈰午後７時解
散（集合・解散は清瀬駅北口クレアビル前）
宿泊　清瀬市立科山荘
費用　大人１万２千円（１泊３食付き保険料などを含む）
※本事業は、企画課が交付する「立科との交流事業補助金制
度」を活用しています。なお、この記事は 10 月１日号に掲
載し募集した内容を一部修正して追加募集しています。
申込み　11 月６日までに直接または電話で生涯学習スポー
ツ課☎ 495・7001 へ

　マイナンバーが記載された通知
カードは、清瀬市では今後の発送
を予定しており、11 月末までに
皆さんの世帯に送付される予定で
す。（カードの発送状況は、個人
番号カードコールセンター☎ ０５７
０・783・578 で確認できます。）
問合せ　市民課住民係☎ 497・２０
３７

ない場合は至急調査にご協力くださ

④
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。


